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1。第3 回研究発表会のブログラムと日程

日本りスク研究学会の第 3 回研究発表会のプログラムと日程が下記のように決まりまし

九。今回の学会は 11月3 0日と 12月1日の 2日問の日程を組みまし九ので奮ってご参

加下さい。特別講演として(社)日本化学物質安全情報センターの大島輝夫氏による「

化学物質のりスク管理の国際動向」を、 3 つの企画セッシ"ンでは多彩な講演.レビュウ

ーの発表を予定しています。週日の金曜日もありますので、民問企業の会員の方々のご参

加を特に期待しています。

( 1)日時:1 9 9 0年1 1月3 0日(金) 10:00 - 17:00

12月1日(士) 10:00 - 15:00

(2)場所:国立公衆衛生院講堂(東京都港区白金台4-6-1:山の手線目黒駅下車徒歩15分)

(電話:03一ι41-7111 連絡先:労働衛生学部内山巌雄)
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(3)プログラム

11月30日(金)

、勺

セッション 1 10:00 - 11:15

(一般:りスク推定と評価モデル)

(1)階層分析法を用いたりスク比較法に関する考察

甲斐倫明、斉藤史郎、草問朋子(東大医学部)

夕が確率密度分布を示す集団のりスク推定モデル:( 2 ) ノぐラメ

佐久間美明(東京水産大)

ゼル排出ガスのりスク試算:(3)ヂイ 岩井和郎(結核研究所)

酒井泰弘(筑波大社会科学系)司会

'
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セッション2 11:20 12:10

(一般:りスク費用・便益)

(4)化学物質規制における費用・便益分析法の応用にっいて:

内山巌雄、横山栄二(国立公衆衛生院)

(5) T B T化合物のりスク/便益の分析一大阪湾の例

Cho Hyeon-seo、盛岡通、末石冨太郎(大阪大環境工学科)

13:30

特別講演 16:00 17:00

化学物質のりスク管理の国際動向

懇親会 (会費17:10 18:30
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司会 小林定喜(放医研)

理事会

セッション3 13:40 - 15:50

(企画:事前対応型りスク管理) 司会北畠佳房(筑波大)

(6)環境資源利用とりスク管理(レピュー):北畠佳房(筑波大)

(フ)環境変動と公共サービス: 秋山紀子(青山学院女子短大)

(8)りスク管理に果九す保険企業の役割 大西一元(東京海上火災)

(9)都市水系の環境りスク評価とりスク対話支援システム

前田恭伸、池田三郎(筑波大)

司会横山栄二(国立公衆衛生院)

大島輝夫(財)日本化学物質安全情報センタ

3000円程度を予定)

゛

12:15
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.

.

.
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12月1日(士)

司会林櫓造(国立衛生試験所)10:00セヅション4 12:00

と基礎科学の接点)(企画:リ メントスクアセス

Uのりスクァセスメントの科学的基礎(レビュー):加藤隆一(慶応大)

aD 分子生物学から:遺伝子から発ガンのりスクは予知できるか

黒木登志夫(東京大医科学研)

(12)分析化学の立場から :斉藤行生(国立衛生試験所)

(13)一般報告:暴露データに基ずく農薬による発ガンの危険度の推定

関沢純・芹沢寛子(国立衛生試験所)

司会朝見行弘(福岡大)15:00

スクの分散)

2。第2期役員の分担

第5 回理事会で下記の様な役員の業務分担が決まりました。

D 事務局総務(会員、財政):横山栄二、内山巌雄(国公院)、鈴木治(東京海上)

事務局:池田三郎(筑波大)

2)企画第 3 回研究発表会:朝見行弘(福岡大)、北畠佳房(筑波大)、林裕造(国衛試)

第 4 回講演会(1990年6月):天野博正(電中研)、草間朋子(東大)

第 4 回研究発表会(1991年12月)(関西で行う予定):木下冨雄(京大)

黒田勝彦(京大)、田村担ミ"(阪大)、盛岡通(阪大)

3)編集:池田三郎、酒井泰弘(筑波大)、田中勝(国公院)、広瀬弘忠(東京女大)、

4)渉外(専門分科会、他団体などと研究プロジェクトを組織する方向を探る)

末石冨太郎(阪大)、石崎勝義(士木研)、加藤和彦(安田火災)、

小林定霽・(放医研)、中村正久(琵琶湖研)、池田正え(京大)

13:00セッション 5

(企画:製造物責任リ

(14)経済学の立場から: 中島巌(専修大)

森島昭夫(名古屋大)(15)法律学の立場から

栗山泰史((株)安田総合研究所)(16)製造物責任保険によるりスク分散:

(17)一般報告:りスク情報提供効果の計測:医薬品りスク軽減行動ヘの影響

池田三郎(筑波大)、盛岡通(大阪大)、西村周三(京都大)、山本康正(帝京大)

(4)講演要旨集: B5 サイズの講演要旨集を発行します。

(5 )参加賓:会員 3,000円、会員外 4,000円(講演要旨集代、会場費を含む)
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事務局だより

リスク研究(日本りスク研究学会誌)第2 巻第 1号

月末日付けで学会誌を発行しました。会員の皆様には既に送付しまし九が、余部があ

すので追加のご注文を歓迎します(1 部 2,500円、送料260円)。事務局までご請求

い。

【巻頭論文】
化学物質に関するりスク研究の一層の発展を期待する

【学会報告】
第2回研究発表会(解説とプログラム)

【シンポジウム】
第3回春期講演シンポジウム「自然災害防止とりスク研究」

日本りスク研究学会誌

第2巻第1号

T

【解説論文】
清水弘之疫学分析におけるりスク ...............................................

亀田弘行都市地震防災からみたりスク評価と対策技術

新井克製造物責任りスクとその対策 ........................................曝

北畠佳房「りスク問題ヘの学際的接近」からの研究報告

【寄稿論文】
火前和幸職業がんにおけるりスク評価 ....................................昆....

高血圧症疫学におけるりスク評価一食塩摂取量と高血圧の関迎性一

田中平三・土田満・中山健夫・山本卓・......................

井上真奈美・山口百子・岩谷昌子・伊達ちぐさ

小町・雅司・田村憲治・村上正孝沿道大気汚染とその健康影響評価

工学とりスクマネージメント:例題としての災害りスクを考慮した土地利用計画

黒田勝彦・難波義郎................闇......................................

市川新・水野敏之.治水計画とりスクァセスメント ................昆.....................

【研究短信】
甲斐倫明リスクを比較する ....................................................闇..昆

佐藤茂耿日本における食品関迎発癌物質の危険度評価と法的規制

化学物質の安全性評価における国際協力 関沢純

放射性廃棄物地中処分のりスクにおける不確実性 藤川陽子

【研究論文】
不確実下の価値関数による公共的りスク評価の方法論

田村坦之・松井善郎・鳩野逸生........................................

都市ごみ焼却施設に由来するダイオキシンのりスクァセスメント
山本武............................曝...゛......................

環境りスク負担の公平性に関する一考察:廃棄物処分場の立地問題
中村豊・池田三郎..................................................闇....

事務局だより
日本りスク研究学会規約
投稿規定及ぴ原稿作成要領
日本りスク研究学会会員名抑

目

......昆.......闇....................曝..................昆

次

(1990年9月)

.

横山栄二

、
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3.2 リスク関述の学会・会議のお知らせ

全導 6 τ回王段奨危二1二弓重三車^言蒜i寅^
( 6th Nauonal con8ress for Environmental studies )

統ーテーマ「地球システムエ学の体系化を目指して」

主催 日本学術会議環境工学研究連絡委員会
共催 日本学術会議熱工学研究連絡委員会,件幼日本化学会,件幻化学工学

会.件幻日本分析化学会,(社)土質工学会.件ガ土木学会.
件幻大気汚染研究協会,件ガ日本土壊肥料学会.(社)資源.素材学
会,(社)日本鉄鋼協会,◎(社)空気調和・衛生工学会,(社)日本セ
ラミツクス協会,資源処理技術研究会.件幻日本機械学会,静電気学会.
粉体工学会.システム制御情報学会.件幻日本水質汚濁研究協会,
件り高分子学会.(社)日本建築学会,件幻日本水道協会,日本太陽

14:10~16:50

開催日

会場

エネルギー学会,件幻日本冷凍協会.日りスク
U順不同,予定,◎印幹事学会)

平成 3年1月2 2日(火),2 3日(水)の 2日間

日本学術会議講堂

東京都港区六本木7丁目22-34

電話'(0 3) 4 0 3 - 6 2 9 1 地下鉄千代田線「乃木坂」駅下車

プログラム

第 1日

9:20~9:30 開会挨拶松本順一郎(学術会議会員/研連委員長/日本大学)

9:30~10:50 講演・討議「地球温暖化と水環境」
座長松尾友矩(研連幹事/東京大学)

1.地球温暖化による海面上昇と海象の変化
破部雅彦(士木学会/東京大学)

2.地球温暖化と水資源

竹内邦良(土木学会/山梨大学)

10:50~11:50 特別講演

総合司会

1月2 2日(火)

中島康孝(研連委員/空気調和・衛生工学会/工学院大学)

5.地球曝境と都市・建築

松尾陽(空気調和・衛生工学会、日本建築学会/東京大学)

6.地球曝境と建築計画

小玉祐一郎(日本建築学会/建築研究所)

フ.地球規模環境変化ヘの高度技術社会の対応一脆弱性と適応性のりスク分析一
池田三郎(日本りスク研究学会ノノ筑波大学)

-5-
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座長明畠高司(研連幹事/東京工業大学)

3.「地球環境問題に関すろ国際的動向とわが国の対応(仮題)」
加藤三郎(環境庁地球環境部長)

特別講演13:00~14:00

座長二瓶好正(研連/東京大学)

4.「地球環境問題に関すろ日本の取り組みのあり方(仮題)」
横堀恵一(通産省大臣官房審議官)

講演・討議「地球環境問題を考慮した環境計画」
座長宮野秋彦(研連/日本建築学会/福山大学)



8.エコポリスと地球環境問題

井村秀文(土木学会/九州大学)

17:05~

第 2日

9:20~12:00

1月23日 U村

9.酸性物質による地球汚染とその防止
池田有光(大気汚染研究協会/京都大学)

10.環境との調和を目指す生分解性高分子素材の開発
土肥義治(高分子学会/東京工業大学)

懇親会

11.地球環境保全のナこめの資源りサイクリングの役割

原田種臣(資源・素材学会/早稲田大学),元田欽也(資源・素材学会/ク
リーン・ジャパン・センター)

講演・討散「地球環境保全のための工学的対応」

座長村山勝男(研連/工業技術院公害資源研究所)

12.地球システムエ学のねらい

鈴木基之(日本水質汚濁研究協会,化学工学会/東京大学)

講演・討議「熱利用と環境保全」13:00~14:20
座長紀谷文樹(実行委員/空気調和・衛生工学会/東京工業大学)

13.太陽熱利用による地球環境保全ヘの支援効果
田中俊六(日本太陽エネルギー学会/東海大学)

14.建築と自然エネルギー
牧村功(空気調和・衛生工学会/働日建設計)

14:25~17:05

15.熱工学的地球環境保全論

平野敏右(熱工学研連/東京大学)

.

16. C O .排出抑制とエネルギーシステム構成

伊原征治郎(熱工学研連/工業技術院電子技術総合研究所)

^

17.環境保全とエンジン燃焼排出物

田丸卓(熱工学研連/科学技術庁航空宇宙技術研究所)

講演・討議「地球環境保全と熱工学」

座長木村逸郎(熱工学研連/東海大学)

18.炭素固定化制御燃焼によるCO.排出低減の新しい試み
越後亮三(熱工学研連/東京工業大学)

17:05~17:15

巻加申込はがきに,所属学恊会,勤務先,同所在地,氏名を明記のうえ,平成3年

(月)までに下記幹事学会宛お申し込み下さい。1月1 4日

東京都新宿区北新宿1-8-1中島ビル16

(ネ士)空気凋和・衛生工学会「第 6 回環境工学連合講演会」係宛
(電話03-363-8261)

参加料

備考

閉会挨拶

無料。九だし.講演論文集(定価約 2,500円)を会場にて販売予定d

(1)講演題目は若干変更される場合があります。

(2)一般の講演時間は討議をいれて40分です。特別講演は質疑応答をふ
くめ 6 0分です。

松尾友矩(研連幹事/東京大学)

-6-
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SRA Ne智Sletterより

SRA・Japan has repor【ed thattheir fU11 membership is
noW 240 S紅ong, with scven student members and lo cor.
Porale membcrs. At the June 2 annual mceting, the of行、
Cers and councilors for AP由 1,1990 血rough March 31,
1992 訊,ere inS捻11ed (see box). This year,in addition to the
SPHng annual meeting 飢d participation in a nationaljoint
foNm 0Π"Environmen仏I science and Engineering"
SponsoredbyJaparlAcademyofscienceandEngineedng,
小esecuon wiⅡ hold i個 3rd AUωmn Annualsymposium
On November 30-December l atthe lnstitute of public

Health, Ministry of Health a11d 圦relfare, Tokyo (4.6.1
Sh辻ogane・伽, Minaめ・ku; phone 03叫41.711D. The
Prograrn wi11 Consist oft11ree special sessions:" Anticipa"
tory Risk Management," convened by Y. Kitabatake of
血e university of Tsubkuba;"1nterface Mtween Risk
Assessment and scienti蚤C Research," convened by Y.
Hayashi of the Nationa1 1nstltute of Hyglenic sciences;
and "product LiabiHty and Risk Diversi丘Cation: Legisla、
Ⅱon,Economics and lnsurance inJapan," convoned by Y.
Asamioftheunivetsity ofFukuoka scho010fLaw.Thete
WiⅡ also be a general session on "casc studies in Risk
Analysis"卸d a specia11ecwreon "1ntemationalTrend in
ChemicalRiskM飢agement" byguestspcakerT. ohshima
Of 血巳 Japan center for safety and Risks in chemistry.
Any inquiries concemlng the symposlum should be ad、
dressed to sRA・Japan secretarlat, saburo lkeda.

SRA・Japan is publishing f0Ⅱr newsletters and one
joumalperyear.1tis possible 血atthejoumal may be pub、
Iished in two volumes in the fuwre. The section is ready
to publish volume 2, Number l, which wi11 be over 110

News hom sRA・Japan
Pages,in september. The pdce is expected to be S20.00
(USA).1'hejoumal may beordered through saburolkeda,
Insd山te ofS叱10Economic plarlnirlg, unive玲ity ofTsukuba,
Tsukuba,1b紅aki 305, Japan 四hone 0298.53-5380; FAX
0298・55-3849).

RISK newsle廿er, september,1990

0所Cers and councilors of sRA-Japan

Presldent:芯Zi Yokoyama (vice lxTect0τ,1ΠStitUτ巳 ofpub11C
Health Ministw ofwelf鵡 and H0田th)

Vke・presldent: Tomio lGnosMta (Kyoto ul'versity, FaCⅡlty
Of uberal.A丘S)

Secretary: sabU丁o lkcda (univetsity ofTsnkuba.1nstitute of
Sodo・Economic planl'ng)

Treasurer: Y. UC推γama σ"sdt口te ofpub11C 11C田th, Dev. of
0舵Upational HC田lh)

ObjeC11Ves ol sRA・Europe

1. To ptomote knowledge 飢d U訂dcrstand1Πg of 6Sk
an凪ysis techniques wlthin Europe.

2. To facili仏te commⅡnications and sharing ofidcas and
techniques between dsk 抑紅ysis expcfts wotMng in Eotope、

3. To identify a11d addrcss specinca11y European issues
in the neld of dsk, to promote dcbaw and to impress upon
dedsion・makets the useful"ess of 註Sk an田ysis in de田ing
Mth such issucs.

4. To act as a focal point fot communlcation Mth dsk
analysts in othet patts of the woTld, especia11y the usA (in
Which ls the headquarte謡 ofthe socicty) and any other coun.
tdes whe1で thetoare mem1兇Tsofthesociayotothcrworkers
in thiS 丘eld.

COU"C110rs: Y. Asami(U11iveTsity ofFⅡkuok丑, Law choo】);
H. Amano (centralRescarch lnstituteofElect6C Genミ田ion);

InsuraTlce c0中.); Y.1a【abatake (univetsity of TsukⅡba,
Institute of sodo・Economic plannlng); T. Kusama (univet.

入1.1kcda (Kyoto university Medical scho01); K.1SMzaki
(N祉10訂田 lnst北Ute ofpubliC 訊rorks); K. Kato (Y且Suda M0オine

News hom sRA・Europe

Slty of Tokyo, Medical scho01); K. KUToda (Kyoto uT'vet.
Slty. Dept. ofTTanspodation Eng.); S. Kobayashi (1nstlrute of
Radi010gical sclenN); Y. sak毎(unive霜lty ofTsuk口b、 1n-
Stitute of sodal sclenccs); T. sueishi (EX. Hcsident, osaka
UがνeTslty, Dept. of EnⅥTonmental E口g.); 0. suzuld aok)・0
Madrle lnsurance c0印.); M. Tan3ka σnstitute of public
Hcalth, Div. o「s01'taty Eng.); H. Tamura (osa」く且 UniV町Sity,
Dept. ofHecislon En且.);入1. Nakamura (L丑ke Biwa Labora-
tow); Y. Hayashi (N祉ion田 lnstitute of Hyglcnic sclenccs);
H. HiTose dokyo ch"stian ufliveお1!y, Dcpt. ofpsych010gy);
T. M060ka (osaka universiTy, Dept. ofEnvitonme爪al Eng.)

ーフー

5. To facilitate exchanges of infoTmation aTld opinion
betW叱n professionals in indⅡS1τy, gove訂lment, univctsities,
reseatch inS6tutes and consultancies, wilh the aim ofimprov.
ing tho ptactical application ofガSk an田ysis and "sk manage.
mentto fe田 Ptoblems.

6. To convene 丑nd ptomote scienlific and educati0Π田
mcetings on tisk 丑nalysis a"d managementin Europe.

フ. TO PNmotc the intoTests of the society in EU工Ope.

SRA・Europe's second biannualconference, as brieay
noted in 伽e May 1990 RISK hewsle1ιer (P.13), was held
On Apd1 2・3 at the lnternationa1 1nstitute for Applied
Systems A11址yS玲(11ASA)in Laxenb1Ⅱg, A11S註'ia,血e 1側:加on
Ofthe 負rst successful confercnce in 1988. This time some
110 participants from 19 different coun哲ics f0110wed 飢

intensive schcdule containing 56 Papers in two para11el
Sessions over 血e two days.

While the format had been altered 如 enable the
maximum numbcrofpapersto bc heard in the limited tlme
丑Vailable,there was a g即eralfceling 小atlhere should be
more time to present 卸d discuss individⅡal papers in the
future. nis reaeC岱 the high level of interest in and sup.
Port for 小e European secuon, and 仕le next such confer、
ence wi11 bc extcndcd to accommodate the increasing
Ievel of activity.

Conference Theme

Thc confcrence thcme of " Risk Analysis, standards
and Abnormal occurrcnces"祉10wcd a broad rangc of
issues to bc covcrcd whilc focusing dclcgates' idcas and
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discussion around lhe implicarions for dsk analysis of a
rapidly changing E山Ope. session chairpersons reported
Strong papcrs and dcba【e on decision analy[ic techniques;
quan[i仏tivc assessment; sys【emic approaches; socialrcp・
resen仏【ions and dsk si山ations; policy making a11d uncer・
仏inty; org肌izational factors; a11d mathematicalmodeling
Of risk percep[ions.

Th【ee sessions on dsk communication and public
PaniCゆation wcre sponsored by 壮le 乳rorld Health organi、
Za[ion (W110) Regional of丘Ce Europe. The 松Pponeur,
Ray Kemp, gave an oveNiew of 血e papers and issues
raised priorιo a 6nal group discussion. one recommenda.
【ion was that fU山re activities should bc encouraged, in、
Cluding setting up a pan-European network on health dsk
data and communicalion.

Business Mee"ng
Ofparticularimp0血ΠCe to uleEuropean section was

小e approval given by the mcmbers present attho confer.

PSAM conference plans

Nearing complelion

Plarls for a for【11Coming sRA、、sponsored evenL " noba、
bilistic safety Assessment and Management(PSAM): An
1Πtemationalconfcrence Devoted to the Adν即Cement of

System・Based MC壮10ds for the Design and ope捻Uon of
Techn010gical systems arld processes,"釘巳 nearing
Complelion 諏ys the confcrence chairm飢, George APOS、
tolakis, a professor in the Nlechanlcal, Aerospace, and
Nuclear Engineedng Departmen【 of the university of
Califomia, LOS Angeles.

Thc purpose of the conference, which W槻 be held
FebNary 4-フ,1991, atthe Beverly Hilton Hotelin Beverly
H妊IS, C叫ifomia,is to provide a foNm forthepresen仏tion
Ofscient所C papers covedng both method010gy and appli.
Cations ofsystem・based approaches t0 血C design and safe
Operauon of tcchn010gical systems and processes. These
include nuC1こar plants, chemical and pctroleum faci瑜ies,
defense systems,aerospace systems, and the ucaunentand

ence to the Executive committee's recommendation to

adoprthe chadcr ofsRA・Europe, providing a finn basis
for 血e future of the section (see box on page 12). The
business mccting also unanimously approved a motion
eleCⅡΠg pie【er Ja11 S山11en as t11e 丘rst president of sRA.
E山Ope. Elcclions arc currently under way to eS仏blish a
new Executive committN under the rules of the ch飢er.

The attcndceS 小anked lhe org飢izers and 廿le hostin.
Stitution (11ASA) for a successfulconference. The confer.
ence organi2ing commiltce mem1兇τS were Marc poumad-
ere (chair), Fra11Ce; Richard stem, Denmark; Bemdt

Wahlstrom, Austria; and Ray Kemp, united Kingdom.
Some discussion f0110wed on the arrangemen器 for 血e
next sRA・E山Opc conference. This may be held in P田is
in 山e spdng of 1992, and details W迦 be announced as
Soon as possible.[Reporιぶμbnli11edbyRayKel?1P, Uπiver.
Siり 01" East Ah81ia, school qf' Eπνir0πル川αI scie11C",
Ⅳor}vich NR4 7フノιπ81ahd; ph0加 r0603ナ56161; FAX
イ0603ナ507719.】

゛
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disposal of hazardous wastes. over 340 papers wi11 be
Presented on world・wide activides in safety and reliability
management, human reliability, computedzed aids, and
Hsk.based design.

-8-

The regiS口ation fee fo「山e conference is $380 before
December l and S425 血ereafter. checksshould be made
Payable to scsRi、、・PSAM aTld mailcd to: nofessor Geor e
Apostolakis,38・B7 Engineedng lv, UCLA, LOS An e_
Ies, CA 90024・1597.

For more lnforma【ion on 山巳 Conference, ca11(213)825.
130o or(ユB)825-3593. FⅨ h0記lrcscN加ons, ca11(213)274.
フフフフ. spccia】 hote1 稔tcs arc available at the Beverl
Hilton.

The sociely for Risk Analysis
is pleased lo onnounce lhat

仇1. Glenn MCGregor

OHhe

Carcinogenesis Laboralory
Mlchigan slale uniV引SiN

has been owarded lhe
Chevron posldocloral Risk

Analysls Research Fe110wship

This chcvron poSωOctoral fC110wshゆ, awarded by
血e socicty for Risk Analysis, gives two years of
Suppod for rcseιlrch in onc of the bosic areas of
human and environmental dsk 即alysis.

Conference on Techn010gy Tr口nsfer
Hazards ln Luxembourg NOV.13・16

An international symposium on " Export of l{azard.
OUS Tcchn010gies to Eastem E山Ope and Third world
Countrics" W洲 be held in the E山Ope飢 Community'S
Hemicycle in Luxembourg November B.16. The goalis
to asscmble represcntatives from different parts of the
World to examinc thc implications for health, safew, and
environmental quality of transfers of hazardous techn010.
gics, wi小 a focus on 111e responsibi喩ies and cha11enges of
mU11ina【ional cofp0ねtions and the role of governmen岱
and private organizations. For morc dC捻ils, sce "calcn.
dar of Events," pagC 15.
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GUEST EDITORIAI.,S

Ethical considerations in Risk communication pnctice and Research

ムι GraπgerM01苫α11and R工ιerιave
Presentation of Risk Assessments

FredD. Hoe1召er

LETrERS TO TI{E EDITOR

Uad in the Environment: coming to Grips with Advocacy versus scientific lntegriり,in Risk
Assessment

Rosalmd河. V0φe
On the use of Risk Assessmentin project Ma舶8ement

Fガ々河. seiler

ARTICLES

Risk perceptions and Food choice: An Exploratory Analysis of organic、 versuS 偽nventional.produce
Buyers

ノα揃esK Ha杭抗iιι

What Do we Ktlow About Making Risk comparisons?
E版ilie R0111, A4; GrαπgerM01宮αh, Baluch Fbch1101万ιester ιave, a11d河h11 BOSιrohl

Comment: what S110uld we K110W About Making Risk comparisons?
四aulslovic, Nαπの1κンα4,, ahd レ1πCeπt T. cove110

Effects of the chernobyl Accident on public perceptions of Nuclear plant Accident Risks
Michaeικιihde1ι ahd R0πald lp: peh),

A Robust Measure of uncetねinりrlmportance for use in Fauk Tree system Analysis
Rohald ι.1井laπ aπd Sセ〆1eπ C Hora

Dermal uptake of organic chemicals flom a soil Matlix
7honla$ E.ハ1'CK0πe

Associations Between MorbidiW 肌d Altemative MeaS山es of pa於iculate Matter
B4rlD. oslro

(力mparison of the cancer Risk of Methylene chloride predicted from Animal Bioassay Data with the
Epidemi010gic Evid閉Ce

ιihda T011ejゞoh, R0πaldj.ιorenιZe,ち Robert N BroWπ,α11d/'aheι河. sprih8er
Interptetation of Airbome Asbestos Measurements

jeaπ Ches$oh,ノ'erl), D. RehC11, Bradley D. schuhz, a11d Kareh ι.ハイilhe
Uncertainties in pharmacokinetic Modeling for perchloroethylene.1.偽mparison of Model stNcture,

Parameters, and predicti0貼 for LOW・Dose Metabolism Rates for Models Derived by
Different Authors

Dale Ha1ιb, pa"ι 1,71iιe,ιa"ra Mω71101きleil、 ahd paUικOch

SOFIWAREREⅥEW

TE口ET: A11Atmospheric Dispersion Model
/en), Havehs aπd Tohl.icer

SOFrwARE LISTINGS

PaulD. MOS肋WiιZ

Risk Analysis

CONrENTS

September 1990 '
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3.4 第3 回研究発表会参加巾し込み

恐縮ですが、学会ヘの参加申し込みを事務局あてにご返送下さい。

氏 名

所 属

連絡先

Tel.

講演

要旨集

研究発表会

新会員

会員

稜別

必要部数

の

会員(国際)、

準会員、

(締切:1 1月1 0日)

紹介先

懇親会;

、

部

.

学会

会員(国内)

賛助会員

丸で囲んで下さい

ヘの

意見

ユメント
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